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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謡

　市では、“白寿，，のお祝いに、金盃を贈ること

にしております。

　第1号に、市内北寺前60番地三沢やゑさんに

（100才）に誕生祝の席で、市長から直接お渡

ししました。

（残念ながら、去る3日天寿をまっとうして、

永眠されました。勤んで、お悔み申上げます）

旧
軍
人
戦
傷
病
者
の
み
な
さ
ん
へ

戦
没
者
遺
族
等

　
恩
給
、
年
金
お
よ
び
扶
助
料
等
が
十

月
一
日
か
ら
大
巾
に
増
額
に
な
り
ま

し
た
ほ
か
、
次
の
方
々
が
新
た
に
受
給

権
等
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

市
役
所
市
民
課
へ
一
度
ご
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

一
、
日
華
事
変
中
、
内
地
等
の
勤
務

　
に
関
連
し
て
傷
病
に
か
か
り
、
障

　
害
を
有
す
る
軍
属
お
よ
び
準
軍
属

　
ま
た
は
、
こ
れ
に
よ
り
死
亡
さ
れ

　
た
方
の
遺
族

二
、
特
別
給
付
金
を
う
け
ら
れ
る
こ

　
と
に
な
っ
た
方

①
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
以
降

　
あ
ら
た
に
遺
族
年
金
、
公
務
扶
助

　
料
お
よ
び
障
害
年
金
等
を
う
け
ら

　
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
方

　
ω
戦
傷
病
者
等
の
妻

　
図
戦
没
者
の
妻
、
父
母
又
は
祖
父
母

　
㈹
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
以
後
の

　
死
亡
に
よ
り
公
務
扶
助
料
の
受
給

　
権
の
生
じ
た
妻

　
㈲
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
以
後

　
の
死
亡
に
よ
り
公
務
扶
助
料
の
受

　
給
権
の
生
じ
た
父
母
又
は
祖
父
丹

②
継
続
し
て
給
付
を
う
け
ら
れ
る

　
こ
と
に
な
っ
た
方

　
ω
国
債
（
額
面
二
十
万
円
）
の
最
終

　
償
還
を
終
え
た
戦
没
者
の
妻

　
ω
国
債
（
額
面
十
万
円
）
の
最
終
償

　
還
を
終
え
た
戦
没
者
の
父
母
又
は

　
祖
父
母

三
、
普
通
恩
給
年
額
計
算
に
加
算
年

　
が
四
十
年
ま
で
算
入
さ
れ
る
方

　
①
七
十
歳
以
上
の
方
（
本
年
度
中

　
に
七
十
歳
に
達
す
る
方
も
含
む
）

②
戦
傷
病
者
の
方

③
扶
助
料
を
う
け
て
い
る
妻
子

四
、
普
通
恩
給
の
基
礎
在
職
年
に
あ

　
ら
た
に
算
入
、
通
算
さ
れ
る
方

①
戦
犯
容
疑
者
で
拘
禁
さ
れ
無
罪

　
と
な
っ
た
方

②
旧
軍
人
軍
属
で
一
般
文
官
の
戦

務
加
算
年
を
有
す
る
方

③
外
国
特
殊
機
関
の
職
員
で
、
そ

　
の
後
公
務
員
と
な
っ
た
方膠

一2一
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本
市
が
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
に
、
市
制
を

施
行
し
て
か
ら
本
年
で
二
十
年
目
を
迎
え
た
わ
け
て

す
ガ
成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
す
る
記
念
式
典
か
、

去
る
十
一
月
一
日
市
民
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。　

そ
の
席
上
で
、
各
方
面
に
お
い
て
市
勢
の
振
展
に

貢
献
さ
れ
た
人
の
、
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
方
々
が
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
と
共
に
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
あ
げ

ま
ず
。

【
自
治
功
労
】

高山菊高高片

橋谷地橋橋田

勝

寿康敏一清雄

芭
　
　
　
豊
　
二

大
　
槻
　
清
　
子

祖
白
石
市
医
師
会

白
石
市
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会

記年
成

O周
落

行2
金

髭
亨

診

境大黒保

野野沢科

故
山
田

亀新故武村角佐大佐遠真鈴菊小佐橋半日
　　榛
岡妻沢田上張藤浦藤藤柄木地室藤本沢下

善
久

　
　
登

彦
七
郎

有
　
一

活
　
吉

宗
二
郎

　
　
猛

徳
四
郎

徳
　
三

欣
　
一

忠
四
郎

彦
　
一

光
　
喜

倉
　
吉

内
蔵
雄

栄
　
八

源
　
一

新
一
郎

　
　
敏

惣継清文

吉雄忠成

清源

㈱
七
十
七
銀
行
白
石
支
店

㈱
徳
陽
相
互
銀
行
白
石
支
店

㈱
振
興
相
互
銀
行
白
石
支
店

仙
　
南
　
信
　
用
　
金

白
石
市
農
業
協
同
組
合

庫

佐川大松，高佐新鈴産

藤村沢野橋藤山木業

左一　敬昌順左誠功
　　　　　　　太
内郎陽吉男治内郎労

弥
治
郎
市
行
造
林
育
成
組
合

大
鷹
沢
市
行
造
林
山
の
内
保
護
組
合

深
谷
牧
野
農
業
協
同
組
合

大
鷹
沢
葉
た
ば
こ
電
熱
共
同
育
苗
組
合

小
原
果
樹
研
究
会

【
教
育
文
化
功
労
】

村村高佐羽半大高谷佐荘中佐松故鈴鈴佐ノ」、
　　　　根　　　　　会　　　庄
上上橋藤田沢庭橋津藤事橋藤野司木木藤関
　　　　　　　　　　業
盛義春惣　与多　真み功彰哲金力禎綾忠敬
　　　　　　喜　　　労　　　　　　三之
雄男治吉栄一七稔幸ゑ一吾郎夫偉章園郎輔

新跡　篤　村遊沼坂大遠佐日上　公　一高
　　　　　　　　　　　　　　　安
田部　　　上佐崎井槻藤竹下西　消　条橋
　　　行　　　　　　　　　　　　防
洋よ　一　　林元　　文金義礼　功　正甚
　　　　　　　　　　　三　　　 労

子・し　　　勇平治盛忠治郎キニ　ー　八一

一3一

【
納
　
税
　
功
　
労
】

半高佐片

沢野藤倉

律義忠

枝秀治巌

長
町
納
税
貯
蓄
組
合

大
平
六
区
第
二
納
税
貯
蓄
組
合

本
郷
第
一
美
護
納
税
貯
蓄
組
合

西
区
下
納
税
貯
蓄
組
合

越
河
第
五
上
組
納
税
貯
蓄
組
合

【
衛
生
　
功
労
】

篤
行
者
　
の
横
顔

　
跡
部
よ
し
さ
ん

　
昭
和
二
十
四
年
、
夫
を
亡
し
、
二

児
の
母
子
世
帯
と
な
り
、
夫
の
青
果

物
商
を
継
ぎ
、
店
は
老
母
に
託
し
、

自
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
に
よ
る
行
商
で
、

生
計
を
支
え
、
幾
多
の
苦
境
に
も
め

げ
ず
、
家
庭
を
築
き
ま
し
た
。

　
新
田
洋
子
さ
ん

　
大
学
在
学
中
に
、
交
通
事
故
で
両

大
腿
切
断
し
、
そ
の
後
県
身
体
障
害

更
生
指
導
所
で
、
義
足
着
装
の
歩
行

訓
練
を
受
け
な
が
ら
、
大
学
を
卒
業

し
、
現
在
県
整
肢
不
忘
学
園
職
員
と

し
て
、
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
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国
民
年
金
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
老
齢
特
別
給
付

　
高
齢
任
意
加
入
の
対
象
年
齢
で
あ

る
、
明
治
三
十
七
年
一
月
二
日
か
ら

明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
の
間

に
生
れ
た
方
に
つ
い
て
、
福
祉
年
金

を
受
給
で
き
る
最
後
の
機
会
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
方
々
に
は
、
昭
和
四
十

九
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
月
額
四
、

○
○
○
円
を
老
齢
特
別
給
付
金
と
し

て
給
付
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
普
通
扶
助
料
十
万
円
以

上
及
び
、
公
務
扶
助
料
少
佐
以
上
の

受
給
者
は
除
か
れ
ま
す
。
　
（
た
だ
し

そ
の
方
が
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権

者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）

　
　
継
続
五
年
年
金

　
こ
れ
ま
で
一
〇
年
年
金
（
高
齢
任

意
加
入
）
又
は
五
年
年
金
の
被
保
険

者
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
リ
、
か
つ
老
齢

年
金
又
は
通
算
老
齢
年
金
の
受
給
資

格
要
件
を
満
た
す
こ
と
な
く
被
保
険

者
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
者
に
つ
い

て
継
続
し
て
加
入
で
き
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
市
役
所
（
市
民
課
）
又
は
出
張

所
に
申
し
出
下
さ
い
。

　
　
五
年
年
金
加
入
の
再
開

　
　
　
　
　
　
　
（
新
五
年
年
金
）

　
新
五
年
年
金
の
対
象
者
は
、
明
治

三
十
ヵ
年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四
十

四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
、

昭
和
四
十
五
年
六
月
分
か
ら
本
年
度

九
月
ま
で
の
四
十
ヵ
月
間
の
保
険
料

と
し
て
、
三
六
、
○
○
○
円
を
一
括

納
付
し
た
方
に
つ
い
て
、
新
五
年
年

金
加
入
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
た
、
・
し
、
分
割
納
付
を
希
望
す
る

方
に
つ
い
て
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
年
金
の
給
付
は
、
五
年
間
保
険
料

を
納
め
、
加
入
し
て
か
ら
五
年
を
経

過
し
た
と
き
に
、
六
十
五
才
以
上
の

入
は
そ
の
と
き
か
ら
、
六
十
五
才
未

満
の
と
き
は
六
十
五
才
に
な
っ
た
と

き
か
ら
月
額
八
、
○
○
○
円
の
給
付

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

若
い
と
き

　
　
か
け
る
年
金

　
　
　
老
後
の
備
え

善改

考備正改行現

48年m月実施

（2級障害福祉年金につ㌧

」ては政令て定めた日から実施

　49年1月実施

48年5月実施

月額5，000円

，’7，500円

”　5，000円

〃　6，5DO円

月額4，000

月額3，300円

Fl5，000円

　な　し

月額4，a）D円

　な　し

48年10月実施

43万円38万円

600万円250万円

m万円

大尉

6万円

中尉

制　度　の
　　　項　　　　目

O福祉年金

1．年金額の引上げ

　　　老齢福祉年金

　　　障喜偏祉年金11級l

　　　　　　　　　l2級1

　　母子、準母子福祉年金

2老齢特別給付金

3所得制限の緩和

　　　（D本人所得（単身者）

　　　12）扶養義務者所得

　　　　　6人世帯の場合

4恩給等の併給制限の緩和

　U｝普通扶助料との併給

　（21公務扶助料との併給

金民年　　国

改　　　正
一

行現

49年1月実施

48年m月実施

49年1月実施

月額　ZO，POO円

　　　12，500円

　　　8，α）o円

　　　5，QOO円

月額　25，00D円

　　　20，000円

月額20，〔K〕0円

物価5％以上変動

年金額自動改定

加入申込期間

48年10月～49年3月

月額8，0uo円

”　5，000円

，F2，500吋

，F　4，500円

月額11，DOO円

F’　8，800円

月額8，400円

　　　な　し

なし

　　　項　　　　目

○拠出年金

1年金額の引上け

ω老齢年金

　　　　　　お年年金

　　　　　　10年年金

　　　　　　　5年年金

　　　　　附加年金砲5年

　（2）障害年金（1級l

　　　　　　l2級）

　131母子、遺児年金

2ス弓イド瀞1の　
入．

35年年金再加入

49年1月実施

月額　　900円

〃　　9DO円

μ　　400円

納付できる期間

49年1月～50年12月

肩額　550円

”　　750円

〃　　350円

　　　な　し

4保険料額の引上げ

　　　　　　　一般保険料

　　　　　5年年金保険料

　　　　　　　附加俣険料

5．未納保険料特例納付

’73全国読書週問（10月27日～11月9日）

　　　　“レジャーを読書で，，

図書館はみなさんの書斎

移動図書館「こまくさ号」はみなさんの本棚

　秋の読書に十分ご利用下さい

臼石市図書館

、白石市の入自

　翻，10．1現在

世帯数　　9，764世帯

人　1自　41，319人

〔
。
界20’騨人、
女21，275人

一4一
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移動は●≡土地の開発

必ず、届出・許可申請を

根
拠
法
律
等

宮
城
県
土
地
利
用

緊
急
対
策
要
綱

白
石
市
開
発
事
業

指
導
要
綱

農
　
　
地
　
　
法

農
林
地
の
移
動
状
況

調
査
要
領

目

白勺

農
地
以
外
に
す
る
為
の

売
買
・
貸
付

宅
地
の
造
成
等

開
発
行
為

農
　
　
地
　
　
の

転
用
・
売
買

農
林
地
の
所
有
権
等

権
利
の
移
転

区
域
及
び
規
模
（

都
市
計
画
区
域

五
、
O
O
O
平
方
“

　
　
　
　
　
以
上

○
○
○
平
方
混

　
　
　
以
上

す
べ
て
の
農
地

五
、
○
○
○
平
方
虹

　
　
　
　
　
以
上

団
の
土
地
）

そ
の
他
の
区
域

一
〇
、

○
○
○
平
方
規

　
　
　
　
以
上

○
○
○
平
方
解

　
　
　
以
上

す
べ
て
の
農
地

一
〇
、

○
○
○
平
方
后

　
　
　
　
以
上

担
当
課

秘
書
企
画
課

秘
書
企
画
課

農
業
委
員
会

農
　
林
　
課

≡
＝
≡
＝
≡
≡
≡
一
≡
＝
≡
一
≡
一
＝
≡
一
≡
一
≡
＝
一
≡
一
一
一
一
一
一
一
≡
一
≡
＝
…
一
…
一
≡
一
一
…
…
…
一
…
≡
一
一
華
…
三
［
≡
…
≡
≡
一
一
≡
一
一
…
≡
…
一
…
一
＝
一
≡
＝
≡
一
…
一
一
…
一
一
≡
≡
一
…
一
一
…

鵡
頓
《
駕
駕
駕
磯
駕
駕
駕
駕
駕
駕
駕
駕
駕
奪
駕
駕
駕
駕
蕊
駕
斌

鯵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禽

㈹
老
人
医
療
費
の
支
給
拡
大
舩

》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禽

》
1
六
十
五
才
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
に
も
ー
禽

鯵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禽

調
勘
診
診
診
診
霧
診
馨
笥
診
診
診
診
》
冷
診
》
》
艶
雛

合
成
洗
剤
は
危
険
か

インフルエンザ予防接種実施

フルエンザ予防接種を下記により実施

ます。ご希望の方は、市役所（衛生課）

　分室にお早く申込み下さい。

、小、中学校生は学校で実施いたします

会　場

越河小

斎川小

大平小

大鷹沢小

白川中

小原小

　　時　間

1．30～2，00

2，10～2，40

1．30～2．10

1，30～2．30

2．05～2．40

1．30～2．10

第2回
11．26

11．26

11．27

11．28

11．29

12．13

第1回
11．19

11，19

11．20

11．21

11．22

12．3

イン

いたし

出張所

なお

地区
越河
斎川
大平
大鷹沢

白川
小原

市民会館1．30～2．3014工2412石
岡

白
福

　
十
月
よ
り
、
六
十
五
才
か
ら
六
十

九
才
ま
で
の
、
ね
た
き
り
老
人
に
医

療
費
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
．
、

次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
手
続
き
を

ーげ

て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
年
金
法
に
よ
る
、
障
害
年

　
金
、
障
害
福
祉
年
金
又
は
、
老
令

　
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
．

②
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
、

　
障
害
程
度
が
一
級
か
ら
三
級
ま
で

　
に
　
該
当
す
る
方
、
四
級
の
う
ち

　
音
声
、
言
語
機
能
の
障
害
者
、
下

　
肢
障
害
の
一
号
、
三
号
、
四
号
に

　
該
当
す
る
方
。

　
廃
疾
又
は
、
障
害
の
認
定
を
受
け

　
て
い
る
方
。

　
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
と
、
認
め
ら

　
れ
る
方
、

③
厚
生
年
金
保
険
法
等
に
よ
り
、

④
、
そ
の
他
国
民
年
金
法
に
お
け
る

固
「
合
成
洗
剤
は
有
毒
」
と
い
っ
て

　
石
鹸
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

　
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

周
　
合
成
洗
剤
は
、
浸
み
こ
む
力
が

　
強
く
、
脂
分
を
溶
し
て
よ
ご
れ
を

　
良
く
落
す
の
で
、
洗
剤
の
大
部
分

　
は
合
成
洗
剤
に
な
り
ま
し
た
。
皮

　
ふ
を
荒
ら
す
発
癌
性
が
あ
る
、
等

　
と
云
れ
て
ま
す
が
結
論
は
出
て
お

　
り
ま
せ
ん
。
合
成
洗
剤
の
使
い
過
ぎ

　
を
改
め
、
洗
濯
な
ど
に
は
、
石
鹸
の

　
良
さ
を
見
な
お
し
ま
し
ょ
う
、

　
ω
説
明
書
き
通
り
に
使
う
。

　
の
鍋
等
の
脂
汚
れ
は
、
紙
で
ふ
い

　
　
て
か
ら
洗
う
。

　
㈹
野
菜
等
は
、
洗
剤
に
浸
し
て
お

　
　
く
の
は
絶
対
さ
け
る
。

　
㈲
合
成
洗
剤
を
使
っ
た
時
は
、
す

　
　
す
ぎ
を
充
分
に
す
る
。

　
㈲
手
を
よ
く
、
す
す
ぎ
必
ず
油
性

　
　
ク
リ
ー
ム
を
す
り
こ
ん
で
、
手

　
　
の
荒
れ
を
防
ぐ
よ
う
に
。

　
洗
濯
石
鹸
の
ほ
か
に
、
石
鹸
で
作

　
っ
た
台
所
用
洗
剤
が
売
り
出
さ
れ

　
始
め
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
使
い
過

　
ぎ
な
い
事
が
、
洗
剤
公
害
め
予
防

　
方
法
で
す
。
（
消
費
生
活
相
談
員
）
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㌶
・
お
短
遅

図
囲
囲
凹
（
内
線
二
九
六
番
）

　
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　
十
一
月
一
日
に
は
、
漁
業
セ
ン
サ

ス
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
漁
業
の
規
模
や
従

業
者
な
ど
を
調
べ
て
漁
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果

は
、
国
、
県
、
白
石
市
な
ど
の
水
産

行
政
諸
施
設
の
基
礎
資
料
に
利
用
さ

れ
ま
す
。

　
漁
業
関
係
者
の
お
宅
に
は
、
十
一

月
一
日
か
ら
お
よ
そ
一
週
間
の
間
に

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
し
た
内
容
は
、
徴
税

な
ど
の
資
料
に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま

せ
ん
。県

民
生
計
実
態
調
査
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
県
で
は
、
1
1
月
、
2
月
に
県
民
生

計
実
態
調
査
を
行
な
い
ま
す
。
今
回

は
、
！2
月
1
日
現
在
に
て
調
査
を
行

な
い
、
県
民
の
生
活
を
、
よ
り
豊
か

に
す
る
施
策
の
基
礎
資
料
に
利
用
し

ま
す
。
調
査
員
が
、
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

回
国
闘
讐
内
線
元
○
番
）

三
才
六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
5
年
5
月
！
日
～

　
　
　
　
3
1
日
ま
で
の
出
生
者

日
時
n
月
2
7
日
午
後
－
時

場
所
　
白
石
保
健
所

三
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
7
月
12
日
～
8
月
8
日

　
　
　
　
ま
で
の
出
生
者

日
時
1
1
月
1
日
又
は
8
日

　
　
　
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
保
健
所

六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
8
年
5
月
出
生
者

日
　
時
　
n
月
1
5
日
又
は
2
2
日

　
　
　
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

十
一
一
ヵ
月
児
検
診

該
当
者

日
　
時

場
　
所

妊
　
婦

該
当
者

日
　
時

場
　
所

昭
和
47
年
1
0
月
出
生
者

H
月
1
4
日
午
後
1
時

白
石
市
民
会
館

相
　
談

10

月
届
出
の
者

n
月
1
3
日
午
後
1
時

白
石
市
民
会
館

ジ
フ
テ
リ
ヤ
・
百
日
咳

破
傷
風
（
三
混
）
接
種
実
施

該
当
者
　
昭
和
4
7
年
6
月
1
日
ー

　
　
　
　
4
8
年
4
月
30
日
出
生
者

日
時
n
月
1
3
日
と
1
1
月
1
6
日
．

　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
～
2
時
3
0

場
　
所
　
市
民
会
館

小
児
マ
ヒ

　
　
　
　
　
投
与
実
施

ポ
リ
オ

該
当
者
　
昭
和
4
7
年
7
月
1
日
～

　
　
　
　
4
8
年
6
月
3
0
日
出
生
者

日
時
1
1
月
6
日
と
n
月
9
日

　
　
　
　
午
後
1
時
30

～
2
時
3
0

場
　
所
　
市
民
会
館

国
（
⑤
三
爽
。
番
）

11

月
の
行
事

22　18　14　10　8　　6

日日日日日日

白
石
市
制
2
0
周
年
記
念

　
ア
マ
チ
ュ
ア
　
コ
ー
ラ
ス

　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト

　
ー
1
月
1
8
日
午
後
！
時

　
市
民
会
館
　
入
場
無
料

民書盆書民盆
謡道栽道謡栽

・
造
園
・
華
道
・

・
謡
曲
・
詩
吟

・
将
棋
・
囲
碁

・
造
園
・
華
道
・

・
将
棋
・
囲
碁

・
謡
曲
・
詩
吟

茶
道

茶
道

嗣
闇
圏
（
内
線
二
二
四
番
）

　
行
政
相
談
日

日
　
時
　
1
1
月
　
1
0
日

　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

蘭
闘
囲
（
内
線
二
三
三
番
）

定
期
生
活
相
談

日
時
11
月
5
日
、
1
5
日
、
2
6
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

場
所
市
役
所
第
2
会
議
室

　⑥

　七
　ロ　番

日
本
舞
踊

茶
道
裏
千
家

和
　
　
　
裁

華
道
池
坊

華
道
小
原
流

料
　
　
　
理

ギ
　
タ
　
ー

剣ピ
ン
ポ
ン

道

5
日
12
日
1
9
日
2
6
日

6
日
1
3
日
2
0
日
2
7
日

10

日
17
日
忽
日

1
日
8
日
1
5
日
2
2
日

2
日
9
日
1
6
日
3
0
日

6
日
1
3
日
20
日
2
7
日

10

日
1
7
日
璽
日

杜
交
ダ
ン
ス

図
幅
■
回
（
⑥
二
七
四
五
番
）

　
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念

　
　
簡
易
保
険
新
加
入
運
動
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
下
さ
い

　
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念
行
事
の

］
担
と
し
て
、
　
「
市
制
施
行
二
十
周

年
記
念
簡
易
保
険
新
加
入
運
動
」
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
簡
易
保
険
は
白
石
市
発
展
の
一
助

と
し
て
、
市
営
住
宅
、
学
校
、
水
道

な
ど
建
設
の
た
め
多
額
の
融
資
を
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
白
石
加
入
者
ホ

ー
ム
を
建
設
し
、
市
民
の
憩
の
場
と

し
て
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
記
念
簡
易
保
険
新
加
入
運
動
実
施

に
つ
い
て
詳
し
く
は
郵
便
局
に
お
問

あ
わ
せ
下
さ
い
。

2
日
5
日
9
日
1
2
日

16

日
1
9
日
2
6
日
3
0
日

1
日
6
日
8
日
B
日

15

日
2
0
日
2
2
日
2
7
日

1
日
8
日
1
5
日
22
日

翻
調
嘉
翻
番
、

　
　
1
皿
月
5
日
午
後
2
時
－

　
蔵
王
町
（
宮
・
円
田
・
遠
刈
田
）

の
電
話
が
12
月
5
日
午
後
2
時
か
ら

自
動
電
話
に
切
替
え
ら
れ
直
通
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
自
動
電
話
の
切
替
え
に
よ
っ

て
変
更
さ
れ
る
取
扱
い
方
法
が
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
○
宮
　
市
外
局
番
0
2
2
4
3
2

　
0
円
田
市
外
局
番
0
2
2
4
3
3

　
0
遠
刈
田
市
外
局
番
0
2
2
4
3
4

　
◎
　
宮
．
円
田
・
遠
刈
田
の
電
話

　
　
番
号
は
新
番
号
に
変
更
さ
れ
ま

　
　
す
。
　
（
全
部
4
ケ
タ
に
）

　
◎
　
切
替
当
日
午
後
2
時
前
後
1
5

　
　
分
間
ぐ
ら
い
の
使
用
は
な
る
べ

　
　
く
さ
し
ひ
か
え
る
よ
う
ご
協
力

　
　
下
さ
い
。

　番　　医

　　外　　科

銭谷　医院⑤2010

刈田　病院⑤2145

宮城　医院⑤2062

刈田　病院⑤2145

加藤（ガ医院⑥2653

朝倉　病院⑤2101

休　　日　当

曜　　内　　科

祝加藤（司医院⑤2001

日引地　医院⑤2036

日柿崎　医院⑤2210

日亘理　医院⑤2355

祝大沼　医院⑤25Q2

日笛　　医院⑤2410

日

3
4
1

1
1
8
2
3
2
5

月

11
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